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とを学べた(4 名); 演習は楽しく取り組めた(4 名); 
課題データの分析は勉強になった(4 名)などであった。
27名の不評意見では、時間にゆとりを持って実施して


























                           
表１  臨床実習で役立った演習内容 (83件) 
学んだことで臨床に役立った内容 件 学んだことで臨床に役立った内容 件 
1.  骨格筋と関節可動域測定 17 8.  眼球の構造  4 
2.  解剖生理学知識(骨,腎臓,心臓) 12 9.  心音聴診  3 
3.  バイタルサイン測定 11 10. 肺気量測定  3 
4.  問診法（情報収集の仕方,ラポール形成） 10 11. 家族歴・家系図の描き方  3 
5.  呼吸音聴診  7 12. 浮腫の視診  1 
6.  アセスメント技法  5 13. 脳の解剖学  1 
7.  血液・細胞・遺伝  5 14. 基礎体温測定  1 
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表2 授業改善のために学生の指摘した事項(27件) 
学生が指摘した事項  件 学生が指摘した事項  件
1. 覚え使うのが困難。大事なもの順に学習範囲の焦点を絞る。 4 8. なぜ看護に解剖生理学が必要かを伝える。 2
2. 疾患、薬品、看護技術と関連した内容にして欲しい。 3 9. 内容を減らして要点を分かりやすくする。 2
3. 顕微鏡観察よりも体の機能と疾患を詳しく学びたい。 3 10. 内容が記憶に残るようにして欲しい。 1
4. 疾病による身体変化や年齢に合わせた解剖を教える。 2 11. 病気との結びつきを教える。 1
5. 手技のテストをしたりケーススタディで総仕上げをする。 2 12  実習での例え話しで具体的な演習にすればよい。 1
6. 講義を多くして高学年で演習をする。 2 13. この授業を2年前期にして欲しい。 1
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